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平成 25年度 事業報告書 
（平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31日まで） 

 

 

１． 事業の概要 

２． 処務の概要 

 



1．事業の概要 

 

平成 25 年度は、フェロー事業を中心に学術談話会、豊田理研スカラー、特定課題研究、刈

谷少年発明クラブの各事業をほぼ年初の計画通り実施いたしました。この内、フェロー事業で

は、特に非常勤フェローについてその制度を見直し、「客員フェロー」として雇用する最初の年

となりました。また、スカラー事業については、東海地区での助成対象大学の拡充を図った結

果、平成 24 年度に比べ応募件数が倍増し、30 名を採択することができました。特定課題研究

についても、「公募」の効果が出てきたせいか、採択目標の数倍の応募があり、3 件を採択する

ことができました。一方、刈谷少年発明クラブ事業については、予てより、豊田理研からの分離

独立の手続きを進めておりましたが、内閣府、愛知県ともに認定申請は予定通りにすすみ、平

成 26年 4月 1日に事業譲渡します。 

財政面では、経費節減を進める一方で、運営費の主原資となる保有株式の配当収入が前年

に比べほぼ倍増となった結果、経常増減額は 5 期ぶりにプラスに転じました。なお、この結果、

遊休財産が保有上限額を超えることが予想されたため、その一部を研究資金積立基金および

法人会計積立基金に繰り入れました。 

豊田関係 12社からは、刈谷少年発明クラブに対して前年度と同額のご寄付をいただきまし

た。 

以下、各事業および平成25年度特別に企画・推進した取り組みについて、実施内容を説明

します。 

 

 

1-1 研究事業 

1-1-1  フェロー事業 

 平成 25年度は新規に常勤フェロー3名、客員フェロー2名を採用し、前年度から継続の常勤

フェロー3名と合わせ、常勤フェロー6名、客員フェロー2名の総勢 8名で研究活動を実施いた

しました。 

 常勤フェロー、客員フェローの研究テーマを、それぞれ表 1-1、表 1-2 に示します。 

研究内容および成果の詳細は、「豊田研究報告 No.67」に記載の通りです。 
 

表 1-1 フェローと研究テーマ 

 氏 名 研究テーマ 

1 中島 信昭 大阪市立大学名誉教授 高強度レーザーによる希土類イオンの価数変化 

2 薬師 久彌 分子科学研究所名誉教授 ラマン分光法による電子強誘電体の研究 

3 中村 新男 名古屋大学名誉教授 ナノ構造制御複合系の光物性制御 

4 
（新任） 

西田 信彦 
東京工業大学名誉教授 物質電子状態の原子長実空間測定による物性理解 

5 
（新任） 

三宅 和正 
大阪大学名誉教授 新規超伝導材料の理論的探索 



6 
（新任） 

森永 正彦 
名古屋大学名誉教授 

金属化合物の化学結合のエネルギー表現と 

水素貯蔵化合物の量子設計への応用 

 

表 1-2 客員フェローと研究テーマ 

 氏 名 研究テーマ 

1 
（新任） 

菅原 正 

神奈川大学教授 

東京大学名誉教授 
生命に学ぶ動的分子システム 

2 
（新任） 
美宅 成樹 

名古屋大学名誉教授 「生物とは何か？」の基本問題と生物物理学教科書 

 

また、㈱豊田中央研究所の協賛を得て、「フェロー研究報告会」を 7月と 12月の 2回に分け

て開催し、研究活動の成果を紹介いたしました。7月の報告会では、北海道大学の中村祐二

准教授に特定課題研究の成果報告をお願いし、12月の報告会では、豊田理化学研究所の理

事である東京都市大学の北澤宏一学長に特別講演をお願いいたしました。発表テーマ、発表

者等の詳細を以下に記載いたします。 
 

【第 12回フェロー研究報告会】 
 

  日時 ： 平成 25年 7月 10日（水） 

  場所 ： 豊田理化学研究所 オープンコミュニティ 

  発表テーマ（発表者）： 

①  分子の価数変化を伴う相転移のラマン分光法による研究  （薬師久彌フェロー） 

②  カーボンナノチューブにおける光でつくる水素類似電子状態のダイナミクス  

                                      （中村新男フェロー） 

③  生物という柔らかい機械の基本問題            （美宅成樹客員フェロー） 

特定課題研究報告 

④  マイクロスケールの燃焼学：燃焼制御へのブレークスルー 

北海道大学大学院工学研究院機械宇宙工学部門     （中村祐二准教授） 
 

    聴講者 ： 117名（理事/評議員：12、フェロー/元フェロー：15、一般：90） 
 

【第 13回フェロー研究報告会】 
 
  日時 ： 平成 25年 12月 11日（水） 

  場所 ： 豊田理化学研究所 オープンコミュニティ 

  発表テーマ（発表者）： 

① 高強度レーザーによる金属イオンの価数変化       （中島信昭フェロー） 

② 分子システムとしての人工細胞               （菅原正客員フェロー） 

    特別講演 

③  原発再稼働の残余リスクと再生可能エネルギーの動向 

         東京都市大学                          （北澤宏一学長） 
 

    聴講者 ： 108名（理事/評議員：14、フェロー/元フェロー：21、一般：73） 

 



1-1-2 名古屋大学「リーディング大学院」への協力 

 名古屋大学の要請にこたえ、2 名の豊田理研フェローが客員教授として、「連携研究所講義

（1単位）」を受け持ち、2日間にわたり豊田理研研究棟内にて名古屋大学大学院の学生16名

の教育にあたりました。講義の概要を表 1-3に示します。 

 なお、「リーディング大学院プログラム」とは、環境問題の恒久的な解決をもたらす国際的な 

リーダー科学者養成を目的とする国家プロジェクトです。 

 

表 1-3  リーディング大学院講義概要（自然科学連携講義Ⅲ） 

 

学部･大学院 大学院 科目分類 B類 授業形態 講義 

開講学期 ： 7月1日（月）、2日（火） 

教   室： 豊田理化学研究所 

単 位 数 ： 1 

担当教員名：中島信昭、薬師久彌 

 

（講義の目的とねらい） 

グリ―ン自然科学各分野の学問的背景や研究トピックスを、研究所研究者の集中講義を通じてインテ

ンシブに学ぶ。 

この講義では特に、「化学における分光学の利用」について学習する。 

 

（授業内容） 

（中島信昭） 

今世紀は「光の時代」と言われている．光の時代を支えているのが分光学であり，分光のための最も優

れた光源はレーザーである．レーザーの原理と最近のレーザー性能の到達点を 2，3紹介する．水素の

1ｓ軌道の周回時間は 152 as(as：10－18 秒)であるがこれよりも短い光パルスの発生が報告されている．

また，水素の 1ｓ軌道の電場に匹敵する光強度は 35 PW/cm2（PW:10-12ﾜｯﾄ）であるがこれは市販のフェム

ト秒レーザーで到達できる．【化学の要点シリーズ 4】『レーザーと化学』 中島，八ッ橋 著 共立出版

（2012）．この優れた道具を使い，環境・エネルギー問題を考えながら，次の研究を進めた．1. 高強度

超短パルスを用いた光イオン化を研究し，ダイオキシンなどの環境関連分子を取り扱った．2002 年ノー

ベル賞の田中耕一さんの MALDI 法のようにレーザーによるイオン化，質量分析は最も高感度の検出法

である．2. 金属イオンのレーザー照射による酸化還元反応を調べている．原子力発電では使用済み

燃料の高レベル廃液の取り扱いとその減容の課題，これを避けて通れない．本研究は重金属イオンを

安全に分離する技術に発展できる，と期待している． 

（薬師久彌） 

顕微分光法は化学、物理学のみならず、鉱物学、生物学、医学など広い分野において利用されてい

る。この講義では顕微反射分光法と顕微ラマン分光法について概説し、それを用いて導電性有機結晶

（分子導体）の電子状態を研究する方法について解説する。分子導体の分野は我が国に端を発し、

2000年のノーベル化学賞を受賞された白川英樹博士や2001年の文化勲章を受章された井口洋夫博

士をはじめとする世界トップレベルの研究者を有する。この分野は物質開発を担う化学者と物性解明を

担う物理学者が緊密に協力することによって目覚ましい進歩を遂げた。分子導体は伝統的なバンド理

論では理解できない特徴的な電子状態を有する。それらの特徴が分光学にどのように反映されるか、ま

たどのような応用が目指されているかについて解説する。 

 

 

 



1-1-3 「学術談話会」の開催 

（1）物性談話会 

 名古屋大学と共催で、東海地方の物性物理学研究者の啓発を図る場として活動しています。 

平成 25年度は、8回の談話会を開催いたしました。講演題目、講演者の一覧を表 1-4に示し

ます。 

昭和38年に発足以来、通算の開催回数は、豊田理研創立70周年記念講演会を含めて361

回となりました。 

 

表 1-4   平成 25 年度 物性談話会の活動 

回 年月日 講演題目 講演者 

1 
平成 25年 

6月 15日（土） 

収束電子回折法による強誘電体の局所構造揺ら

ぎの解析 

東北大学多元物質科学研究所 

准教授 津田健治氏 

2 
平成 25年 

7月 8日（月） 

Probing Electron and Phonon Contributions 

in Charge/orbital Ordered Systems using 

MeV Ultrafast Electrons 

Brookhaven National 

Laboratory 

上級研究員 Yimei Zhu氏  

3 
平成 25年 

7月 29日（月） 

超高輝度・高スピン偏極低エネルギー電子顕微鏡

の開発とスピントロニクス薄膜材料への応用 

大阪電気通信大学 

教授 越川孝範氏 

4 
平成 25年 

11月 1日（金） 
グラフェンと関連物質の CVD成長とその展開 

九州大学 先導物質科学研究所 

准教授 吾郷浩樹氏  

5 
平成 25年 

11月21日（金） 

単分子量子磁石を用いた電子分子スピントロニク

スの新展開  

野茂とイチローはどちらが偉いか 

東北大学 

教授 山下正廣氏 

6 
平成 25年 

12月 6日（金） 

量子ドットを用いた量子コヒーレンスと量子もつれ

の制御 
東京大学 

教授 樽茶清悟氏 

7 
平成 25年 

12月25日（水） 

マルチフェロイクスおよび電気磁気効果に関連す

る物性・物質開拓 

大阪大学 

教授 木村剛氏 

8 
平成 26年 

1月 8日（水） 
超高分解能光電子分光による超伝導体の研究 

東京大学 

教授 辛埴氏 

 

 

（2）分子科学フォーラム 

 分子科学の発展を希求する幅広い研究者に討論の場を提供する事を目的に、分子科学研

究所と共催で開催しており、平成 20年からは、一般市民にも公開しています。平成 25年度は

4回開催いたしました。講演題目、講演者の一覧を表 1-5に示します。 

平成 8年に発足以来、本フォーラムの通算開催回数は,豊田理研創立 70周年記念講演会

を含めて 101回となりました。 
 

 

（3）豊田理研懇話会 

豊田理研の新研究棟が完成したことを記念して、平成 24 年度から新研究棟のオープンコ

ミュニティで「難しいことを、易しく」話していただくセミナー「豊田理研懇話会」を開催しており



ます。豊田理化学研究所主催、豊田中央研究所協賛で,平成 25年度は 3回開催いたしまし

た。豊田理研関係者、豊田中研研究者のみならず、トヨタグループの方々、近隣の大学、研

究機関の方々にもご参加いただいて、活発な討議が行われ、懇話会の趣旨を満足するセミ

ナーとして、発足以来計 6回を終えることができました。講演演題、講演者の一覧を表 1-6に

示します。講演内容は、「豊田研究報告 No.67」に記載しております。 
 
 

表 1-5 平成 25 年度 分子科学フォーラムの活動 

回 年月日 講演題目 講演者 

1 
平成 25年 

5月 24日（金） 
取材現場から見たサイエンス 

朝日新聞科学記者 尾関章氏 

日経サイエンス記者 古田彩氏 

2 
平成 25年 

7月 17日（水） 
自然界の輝く色の秘密を探る 

大阪大学大学院生命機能研究科 

教授 木下修一氏 

3 
平成 25年 

9月 20日（金） 
糖鎖が担うタンパク質社会の秩序維持 

岡崎統合バイオサイエンスセンター 

教授 加藤晃一氏 

4 
平成 26年 

1月 31日（金） 

空はなぜ青いか――身のまわりにはお

もしろいことが多い 

東京理科大学 

学長 藤嶋昭氏 

 

表 1-6 平成 25 年度 豊田理研懇話会のテーマ 

回 年月日 セミナー題目 講演者 

1 
平成 25年 

5月 6日（月） 

「数学の研究と醍醐味について」 

 

「abc 予想について」 

 

京都大学数理解析研究所 

所長 森重文氏 

豊田中央研究所 

客員研究員 山下剛氏 

2 
平成 25年 

8月 28日（水） 
｢ゲノム（DNA）の偶然と必然｣ 

DNA チップ研究所 

取締役名誉所長 松原謙一氏 

3 
平成 26年 

1月 16日（木） 
「陸っぱり深海研究」 

海洋研究開発機構 

上席研究員 出口茂氏 

 

 

1-2 研究助成事業 

1-2-1  豊田理研スカラー 
 

 平成 25年度は、表 1-7に記載の 17名の研究者に対し、規定の研究助成金を支給し、研究

推進を支援するとともに、助成金贈呈書を授与しました。研究は年初に策定した研究計画にそ

って実施され、「豊田研究報告No.67」に記載の成果を収めました。なお、平成 26年度採用の

スカラー募集では、新たに東海地区の 4大学（豊橋技術科学大学、岐阜大学、三重大学、静

岡大学）を指定大学に追加し募集を実施した結果、38名の応募となり、30 名を採用することが

できました。 



表 1-7   平成 25 年度豊田理研スカラーの所属と研究テーマ 

 氏名 大学 研究科 職位 研究テーマ 

1 佐々木裕司 
北海道 

大学 

工学研究院応用物理

学部門凝縮系物理工

学 

助教 
液晶材料の新奇界面現象の解明へ向け

た精密熱分析手法の開発 

2 森本 展行 東北大学 
工学研究科 

材料システム工学 
准教授 

双極子—双極子相互作用を会合因子と

した自己組織化ﾎﾟﾘﾏｰのﾀﾝﾊﾟｸ質安定化 

3 加藤雄一郎 東京大学 
工学系研究科 

総合研究機構 
准教授 

ｼﾘｺﾝﾅﾉﾋﾞｰﾑ共振器による架橋ｶｰﾎﾞﾝﾅ

ﾉﾁｭｰﾌﾞの発光増強 

4 
大塚 朋廣 
（申請時:東大） 

理化学研

究所 

創発物性化学研究セ

ンター 

特別 

研究員 

ｼﾝｸﾞﾙﾘｰﾄﾞ量子ﾄﾞｯﾄﾌﾟﾛｰﾌﾞを用いた半導

体微細材料中の局所電子状態の評価 

5 荒川 修一 
豊田工業 

大学 
工学研究科 助教 

ｳﾙﾄﾗﾐｸﾛ孔を有するｱﾛﾌｪﾝ中空ﾅﾉ粒子

の構造制御と高機能複合化に向けた基

礎的研究 

6 松田 佑 
名古屋 

大学 

工学研究科 

ﾏｲｸﾛ・ﾅﾉｼｽﾃﾑ工学 
助教 

りん光色素を用いたﾏｲｸﾛｽｹｰﾙ気体流

の圧力分布計測法の開発と現象解明 

7 小野島大介 
革新ナノバイオデバイ

ス研究センター 

特任 

助教 

1 分子がん診断に向けた DNA の病理学

的顕微鏡検査ﾁｯﾌﾟの開発 

8 竹内 哲也 名城大学 
理工学部 

材料機能工学科 
准教授 

窒化物半導体 GaInN/AlInN ヘテロ構造

の巨大分極効果によるモノポーラ LED

の実現 

9 藤原 哲晶 

京都大学 

工学研究科 

物質エネルギー化学 
助教 

二酸化炭素を有用化学物質へと変換す

る遷移金属錯体触媒の創製 

10 間嶋 拓也 

工学研究科 

付属量子理工学教育 

研究センター 

助教 
孤立微小液滴内の生体分子に対する高

速イオンビーム分析法の開発 

11 横川 隆司 
工学研究科 

ﾏｲｸﾛｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
准教授 

形態形成理解のためのマイクロデバイス

内における毛細血管網の再構築 

12 藤本 健治 
工学研究科 

航空宇宙工学 
教授 

ハミルトン力学に基づく電子機械システ

ムのための制御と設計 

13 高田 英昭 

大阪大学 

工学研究科 

生命先端工学 
助教 

ＦＩＢ/ＳＥＭを用いた染色体内部の 3次元
ﾇｸﾚｵｿｰﾑﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ 

14 根岸 良太  
工学研究科 

精密科学・応用物理学 

ナノマテリアル領域 

助教 
高品質酸化ｸﾞﾗﾌｪﾝ薄膜を利用したﾏﾙﾁ

ﾁｬﾝﾈﾙﾏｲｸﾛﾊﾞｲｵｾﾝｻｰの開発 

15 秋山 佳丈 
工学研究科 

高度人材育成センター 
講師 

磁気ｱﾙｷﾒﾃﾞｽ効果を用いたﾏｲｸﾛ流路

内でのｽﾌｪﾛｲﾄﾞｱﾚｲ構築 

16 内田 幸明 
基礎工学研究科 

物質創成専攻 

化学工学領域 

助教 純有機磁性液晶の液晶温度範囲の拡大 

17 喜多 祐介 
基礎工学研究科 

物質創成専攻 

機能物質化学領域 

助教 
エタノールアミンの特異な性質を利用し

たエステルからのアルデヒド合成 

 

1-2-2  特定課題研究 
 

 平成25年度は、新規採択課題「水素を新しいエネルギー源とする新領域の構築」1件を実施

しました。研究代表者である兵庫県立大学の樋口芳樹教授の下、4名のコアメンバー、3名の



アドバイザーで構成され、物理、化学、生物分野での水素に関わる基礎および応用研究の実

態を理解し、新しい提案を目指して研究会活動を実施しました。具体的には、キックオフミーテ

ィング1回、研究会 3回を開催しました。第 2回の研究会では、関連分野の第一線で研究推進

をされている 3 名の先生に講演をお願いし、異分野の研究者間の議論が深められました。また、

第 3 回の研究会では、水素ステーションの見学と講演をお願いし、この技術分野の現状、動向、

課題について理解を深めました。詳細は「豊田研究報告No.67」に記載いたました。また、平成

26年度のテーマ募集では、公募期間を 2 ヵ月と倍増し、ホームページでの募集の周知も図っ

た結果、6テーマの新規応募があり 3テーマを採択することができました。 

 

表 1-8  平成 25 年度「特定課題研究」テーマ（1 年目） 

研究代表者 研究テーマ 

樋口芳樹 兵庫県立大学 教授 水素を新しいエネルギー源とする新領域の構築 

 

 

1-3 刈谷少年発明クラブ 

平成25年度は自由工作への取り組みを更に重点に考え、年間一人2作品以上の作品を作

る事をめざし、作品展・競技会等で賞を 20 以上(職員と指導員の数と同数)獲得するよう目標

を定め、夏休みの自由工作を含め活動を進めてまいりました。クラブ員総数は 533 名で、(24

年度 592名)昨年と比べ 59名の減となりました。その要因は学校の部活(刈谷市は小学４年か

ら部活が始まる)と、習い事の複数参加による減が大半を占めていると思われます。 

活動内容の詳細は以下のとおりです。 

 

1-3-1 クラブ員を対象とした活動 

（1）自由工作コースについて 

   平成 24 年度からクラブ員全員が年間 2 作品以上を完成させることを目標に掲げました。

平成 24 年度の完成作品数は 839 点と前年と比べ（平成 23 年度 387 点）2 倍以上となりま

したが、子供たちは数を意識しすぎ、作品の大半が棚・箱物でした。その反省から、平成 25

年度は棚・箱物の木工工作を禁止し、創意工夫のある作品作りに力を注ぎました。その結果、

607点と完成作品数は減りましたが、作品展での受賞数は増えました。参加者数は 2351 名

でほぼ前年並みでした。 

平成 26年度は更に創意工夫のある作品作りができるための指導強化を図ります。 

 

（2）JM コースについて 

  工作技能を育成するために道具の使い方を指導する通常授業の内容で、24 年度と同じ内

容で、カリキュラムに沿った作品作りを行いました。各クラスとも 18回/年実施。 

平成 26年度はカリキュラムの変更を行い。通常授業の中でも、自由工作に繋がるよう意識

した指導に変えていきます。 



（3）OM（Odyssey of the Mind）コースについて 

  ＯＭとは世界青少年創造性競技大会であり、7 回目の出場で、初の 5 位(6 位までが入賞)

入賞を果たす事ができました。1 年以上のＯＭ基礎コースでの訓練で、力を蓄えよく頑張っ

てくれました。帰国後、刈谷市教育長を表敬訪問し、世界大会での活躍を報告しました。子

供たちは自信をつけて一回り大きくなって帰ってきました。 

 

（4）表彰実績（平成 25 年度主な受賞結果） 

＜作品展＞市外展 17点          ( )カッコ内は前年度数 

石田科学賞：45名（48）、市村アイデア賞：5名（5）、全国ジュニア発明賞：7名（1）、 

あいち少年少女創意工夫展：3名（3）、科学創造コンクール：1名（0）、 

未来の科学の夢絵画展：1名（0） 

＜競技大会＞ 

① 全国チャレンジ創造コンテスト：1チーム 3名参加：銅賞 

② ＯＭ世界青少年創造性競技大会：1チーム 7名参加：5位入賞(米国) 

③ 世界青少年発明工夫展：3名参加：金メダル受賞(マレーシア) 

 

1-3-2 一般児童を対象とした活動と指導員の研修を兼ねた派遣 

発明協会、刈谷市教育委員会、発明クラブ支援企業からの依頼に対して対応しました。 

① 幼稚園への出前講座   4園実施 

② 海陽学園理科工作教室 対象 70名 

③ 機械学会東海支部主催「小・中学生のためのハイテクイベント」 100名 

④ 自動車技術会(キッズエンジニア 2足歩行ロボット作り) 140名 

⑤ 刈谷市生活創意工夫展での「工作体験教室」 

 

 

1-4 広報活動 

1-4-1 「豊田研究報告」の 刊行 

研究者の研究業績の蓄積と発表のため、年 1回刊行しています。平成 25年度は、第 66号

を発行いたしました。常勤フェロー7名、豊田理研スカラー19名、特定課題研究 1件および豊

田理研懇話会 3件による合計 30編の研究論文、レビューを掲載し、交換雑誌として広く大学、

図書館等へ配付いたしました。 

 

1-4-2 刈谷少年発明クラブ機関誌「記録-2013-」の 刊行 

(1)刈谷少年発明クラブの活動内容、行事、表彰などを記した月一回の機関紙（アイデア 

ニュース）を発行しました。 

(2)年間の活動すべてをまとめた冊子「記録 2013」を発行しました。 

 



1-4-3 ホームページの維持、管理 

(1)「豊田理化学研究所ホームページ」 

   財団設立趣意書、沿革、公開情報等をまとめた「財団概要」、事業内容の詳細を記述 

した「事業紹介」、フェローの研究内容・成果を掲載した「フェロー紹介」、公募に関する 

情報をお知らせする「募集情報」、「トピックス記事」等をタイムリーに入れ替え、常に新し 

い情報を提供いたしました。 

 

(2)「刈谷少年発明クラブホームページ」 

クラブ紹介、トピックス、年間行事計画、活動状況、施設紹介、募集要項等を掲載し、 

新しい情報の提供を継続しました。 

 

 

 

2．処務の概要 

 

2－1  役員・評議員に関する事項 
 

（1） 小林清志 評議員 ： 逝去により平成 25 年 10月 28日付けで退任 

（2） 井口洋夫 理事（所長） ： 逝去により平成 26年 3月 20日付けで退任 

 

平成 26年 3月 31日現在の役員は、別表 1．「役員・評議員名簿」を参照。 

 

 

2－2  職員に関する事項 

 

  平成 26年 3月 31日現在の職員は、別表 2．「研究職員名簿」、および別表 3．「職員名簿」 

を参照。 

 

 

2－3  役員会に関する事項 

 
表 2-1  理事会、評議員会の開催状況 

役員会 開催年月日 議案 結果 

第 8回理事会  

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 

5月21日（火） 

 

 

 

 

 

 

1）平成 24年度 事業報告書承認の件 

2）平成 24年度 決算報告書承認の件 

3）任期満了に伴う理事候補選任の件 

4）刈谷少年発明クラブ分離・譲渡の件 

5）「変更認定申請」の件 

6）定款変更の件 

7） 第 5回評議員会開催の件 

   

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

可決 

 



第5回評議員会 

 

 

 

 

 

 

第 9回理事会 

 

 

 

 

 

 

第 10回理事会 

（書面審議） 

 

第 11回理事会 

 

 

 

 

 

 

 

第6回評議員会 

平成 25年 

 6月 10日（月） 

 

 

 

 

 

平成 25年 

 6月 10日（月） 

 

 

 

 

 

平成 26年 

 2月 10日（月） 

 

平成 26年 

 3月 7日（金） 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 

 3月 7日（金） 

1）平成 24年度 事業報告書承認の件 

2）平成 24年度 決算報告書承認の件 

3）任期満了に伴う理事候補選任の件 

4）刈谷少年発明クラブ分離・譲渡の件 

5）「変更認定申請」の件 

6）定款変更の件 

 

1）代表理事（理事長）及び業務執行理事（所長及び

常務理事）選任の件 

2）企画・運営委員会委員及びフェロー選考委員会 

委員選任の件 

3）業務執行理事（所長及び常務理事）の報酬額につ

いて 

 

1） 第 6回評議員会開催の件 

 

 

1)平成 26年度 事業計画書の件 

2)平成 26年度 収支予算書の件 

3）定款変更の件 

4）事業譲渡契約書の件 

5）「公益財団法人刈谷少年少女発明クラブ」への 

譲渡財産及び寄付の件 

6）特定資産計上について 

 

1）定款変更の件 

2）事業譲渡契約書の件 

3）「公益財団法人刈谷少年少女発明クラブ」への 

譲渡財産及び寄付の件 

4）特定資産計上について 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

 

可決 

 

可決 

 

可決 

 

 

可決 

 

 

可決 

可決 

承認 

承認 

承認 

 

承認 

 

可決 

可決 

可決 

 

可決 

 

 

2－4  許可・認可・証明等に関する事項 

 

 該当事項なし 

 

 

 

 



2－5  契約に関する事項 
 

(1) 出向社員の取扱に関する協定書 株式会社豊田中央研究所（平成 25年 11月 22日）  

(2) 事業譲渡契約書 一般財団法人刈谷少年少女発明クラブ（平成 26 年 3月 10日） 

(3) 「建物の一部賃貸借契約書」解約に関する覚書 株式会社デンソー 

（平成 26年 3月 31日） 

 

2－6  寄付金に関する事 

 

（1）平成２５年度「刈谷少年発明クラブ」寄附金 

 

表 2-3   寄付者と寄付金額 

寄 付 者 寄 付 日 寄 付 金 額 

株式会社デンソー 平成 25年 5月 31日 7,147,000 円 

株式会社豊田自動織機 平成 25年 5月 31日  3,083,000 円 

アイシン精機株式会社 平成 25年 6月 25日        2,547,000円 

トヨタ車体株式会社 平成 25年 7月 31日  1,930,000 円 

株式会社ジェイテクト 平成 25年 6月 28日 1,035,000 円 

トヨタ紡織株式会社 平成 25年 7月 4日 1,241,000 円 

愛知製鋼株式会社 平成 25年 6月 28日  622，000円 

トヨタ自動車株式会社 平成 25年 6月 28日  2,685,000 円 

豊田通商株式会社 平成 25年 5月 31日 525,000 円 

豊田合成株式会社 平成 25年 7月 31日 525,000 円 

東和不動産株式会社 平成 25年 6月 28日 440,000 円 

トヨタホーム株式会社 平成 25年 6月 28日 220,000 円 

      合計  22,000,000 円 

 

 

2－7．主務官庁の指示に関する事項 
 

  該当事項なし 

 

2－8．その他重要事項 
 

  該当事項なし 



別表 1 

役員・評議員名簿 
(平成 26年 3月 31日現在） 

（理事の任期：平成 25年 6月 10日～平成 27年 6月開催予定の定時評議員会終結の時） 

 

 

（監事の任期：平成 24年 6月 12日～平成 28年 6月開催予定の定時評議員会終結の時） 

 

 氏 名 現 職 等 備考 

理事長 

（代表理事） 
豊田章一郎 トヨタ自動車株式会社 名誉会長  

常務理事 

（業務執行理事） 
石川宣勝 株式会社豊田中央研究所 特別顧問 常勤 

理 事 

生嶋 明 学校法人豊田工業大学 名誉教授・顧問  

石橋善弘 国立大学法人名古屋大学 名誉教授  

井上博允 国立大学法人東京大学 名誉教授  

加藤伸一 トヨタ自動車株式会社 顧問  

茅 幸二 独立行政法人理化学研究所 研究顧問  

北川禎三 
公立大学法人兵庫県立大学 特任教授  

Ｓｐｒｉｎｇ８ ナノテク研究所 
 

北澤宏一 学校法人東京都市大学 学長  

榊 裕之 学校法人豊田工業大学 学長  

庄子哲雄 国立大学法人東北大学 教授  

髙橋 実 国立大学法人名古屋工業大学 学長  

豊田章男 トヨタ自動車株式会社 取締役社長  

豊田幹司郎 アイシン精機株式会社 取締役会長  

山本 尚 学校法人中部大学 教授  

 氏 名 現 職 等 

監 事 

石川忠司 株式会社豊田自動織機 相談役 

金原淑郎 トヨタ自動車株式会社 顧問 

好川純一 トヨタ紡織株式会社 特別顧問 



（評議員の任期：平成 23年 4月 1日～平成 27年 6月開催予定の定時評議員会終結の時） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 氏 名 現 職 等 

評議員 

池渕浩介 トヨタ自動車株式会社 顧問・技監 

石丸典生 株式会社デンソー 顧問 

伊藤正男   独立行政法人理化学研究所脳科学総合研究センター 特別顧問 

大橋正昭 愛知製鋼株式会社 顧問 

奥田 碩 トヨタ自動車株式会社 相談役 

神尾 隆 東和不動産株式会社 相談役 

齋藤明彦 株式会社デンソー 特別顧問 

齋藤 卓 株式会社豊田中央研究所 代表取締役所長 

清水順三 豊田通商株式会社 取締役会長 

新宮威一 ダイハツ工業株式会社 顧問 

張富士夫 トヨタ自動車株式会社 名誉会長 

豊田周平 トヨタ紡織株式会社 取締役社長 

豊田達郎 トヨタ自動車株式会社 相談役 

豊田鐵郎 株式会社豊田自動織機 取締役会長 

永澤 満 学校法人豊田工業大学 名誉学長 

深谷紘一 株式会社デンソー 相談役 

松浦 剛 豊田合成株式会社 相談役 

水嶋敏夫 トヨタ車体株式会社 相談役・技監 

森田章義 愛知製鋼株式会社 相談役 

安田善次 トヨタ自動車東日本株式会社 相談役 

山内康仁 アイシン精機株式会社 相談役 

横山元彦 株式会社ジェイテクト 相談役 



別表 2 

研究職員名簿 
（平成 26年 3月 31日現在） 

資   格 氏   名 就  任  年  月 備     考 

フェロー 

中島 信昭 平成 22年 4月 常  勤 

薬師 久彌 平成 23年 4月 常  勤 

中村 新男 平成 24年 4月 常  勤 

西田 信彦  平成 25年 4月 常  勤 

三宅 和正  平成 25年 4月 常  勤 

森永 正彦 平成 25年 4月 常  勤 

菅原 正 平成 25年 4月 客  員 

美宅 成樹 平成 25年 4月 客  員 

 

 

別表 3 

職員名簿 
（平成 26年 3月 31日現在） 

事  業  所 氏  名 就任年月 担当業務（役職） 

本 部 

青木 博史 平成 24年 2月 事務全般（事務局長） 

兵藤 佑一 平成 24年 2月 事務全般（主査） 

鈴木 重子 平成15年11月 一般事務（リーダー） 

野口 あゆみ 平成 20年 4月 一般事務 

石黒 陸雄 平成 17年 9月 テクニカルスタッフ（リーダー） 

鈴木 泰彦 平成 18年 9月 テクニカルスタッフ 

川合 祐三 平成 21年 2月 テクニカルスタッフ 

池田 利明 平成 26年 2月 テクニカルスタッフ 

少年発明クラブ 

山下 博久 平成 25年 7月     事務全般（会長） 

犬飼 博樹 平成 23年 8月 事務全般 

     磯村 義彦 平成 19年 4月 講 師 ・ 一般事務 

  神谷 和憲 平成 20年 4月 講 師 

  今川 順子 平成 20年 7月 一般事務 

 


